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年の桃は出来が良く
て、早

わ せ

生のものは出
荷・金額ともに好調でした。
それが、稲ワラ・牛肉などか
ら放射性物質が検出された
頃から、安全性に対する懸
念の影響が出始め、シーズ
ンが終わってみると桃の売上

高は例年の3分の2と予想以上に落ち込みました。
　今年はチームを組んで樹木の洗浄に取り組みました。また4月

からは新たに、ＪＡ伊達みらい管内の農産物は出荷前に放射性物
質の全戸検査を実施。産地の責任として、安全性について出来
る限りのことをやった上で、おいしいもの・いいものを提供した
いと思っています。それには、情報を求める人に対して、しっかり
と提示できるようにしておくことが大切。もし聞かれたら、「こうやっ
て、こうなります」と、最終的な数字だけでなく、そこに至る取
り組み、プロセスも伝えられるように準備したいです。
　これからは、県外から実際に福島に来てもらって「福島の人は
普通に生活して、地元の物も食べている」という姿に触れてもら
う、といったことが大事だと思います。この積み重ねだと思いま
す。相馬沖で取れたタコを地元のスーパーで売って、試食で皆
さんが食べた、完売した…という報道がNHKの全国放送でされ
ましたが、そういったことが継続的にされて、口コミでも広がっ
ていけばうれしいですね。
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産地での検査 (JA、出荷業者など)の強化に取り組んでいます
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これまでも、安全・安心の確保に積極的に取り組んでき
たＪＡ伊達みらいの芳賀武志さんに、新たな検査強化に
ついて伺いました。 

　ふくしまの誇る豊かな農林水産物の安全・安心を
守るため、県では農用地の除染や放射性物質の吸
収を抑制する技術の開発などに取り組んでいます。
　また、出荷時には、モニタリング検査をきめ細か
く行い、安全で安心な農産物をお届けしています。
　今回は、産地における検査や米の全袋検査など、
安全・安心へ向けた新たな取り組みについてご案
内します。

昨

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・8月号1 日も早く再生可能エネルギーで賄えることが出来たら…と期待。(いわき市 70代女性 ) 読者からのお便り
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地域協議会
産地での検査生

産
者 JA等

2次元バーコード
添付

出荷前から検査検査結果

出荷

検体持込

出荷

検査情報にリンク

県協議会
データ蓄積

検査情報
ホームページ
掲載

検査情報提供 ホームページ、ポップ
チラシ活用

販売店

( イメージ図 )

測定結果の確認
検査済みシールの
貼り付け

測定器

米袋ごとの
放射性物質検査
米袋ごとの
射性物質検査

測定器測定ラインへの挿入

出荷搬入

全てのお米を検査します「全袋検査」を実施
は主食として常に口にするものであることから、県民の皆さん
が特に高い関心を持っている品目です。今年、新たに開発され

た米のベルトコンベヤー式検査機器を県内全域に導入し、県内で生
産される全ての米を検査し安全確保に取り組んでいきます。安全性
を確認した米袋には、検査済みシールを貼り付けて確認できるように
します。米の生産者の皆さんには、家族・親戚で消費する米を含め、
本年生産した全ての米の検査を受けていただくようにお願いします。

売り場で検査情報がすぐ見られます　「見える化」の導入推進
たな検査機器を各産地に導入し、産地で実施する検査体制を整えることで、県が実施するモニ
タリング検査と二重の安全確認を行います。さらに、検査情報を見ていただけるよう、2次元バー

コードなどを用いた安全性の「見える化」を、福島の農産物を代表する桃から、順次導入します。
の場合

果実
●

野菜

の場合

米
米

新

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・8月号

再生可能エネルギー推進に向けて頑張ってください。未来を背負う子どもたちのために、環境を復興し、美しい福島を取り戻さなければと思います。
(須賀川市 40代男性 )読者からのお便り
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新たに検査機器を導入します。
米や果実・野菜等の検査機器を、新たに県内各産地に導
入します。

 検査情報をわかりやすく提供します。

検査結果などの情報を分かりやすく提供する仕組みをつ
くります。

 検査の推進体制を整備します。

県・各地域に協議会を設置して、県・市町村・関係団体
が一体となって検査を推進します。

 消費者の皆さんへのＰＲ活動を展開します。

モモや米を中心に、県産農林水産物の素晴らしさや安全
性を理解していただくため、車内広告やテレビＣＭなどに
よるＰＲを行います。

「ふくしまの恵み」安全・安心の
確保に向けた取り組み

食卓に安全・安心な「おいしい‼」を届けるために、
始めています。



食の安全・安心に関する県民の皆さんの声

　「福島の夏」。私は、甘くみずみずしいモモを真っ先に思い浮かべます。
ほかにも初夏のサクランボからはじまり、ぶどう、きゅうり、トマト…。福島の
夏は彩り豊かなおいしい食べ物にあふれています。
　四季折々に旬の食材があり、一年を通して新鮮でおいしいものが食べ
られる。それが福島です。
　また、地域ごとに個性豊かな味覚や食文化が息づいていることも、福
島県の大きな魅力であり、その「食」を支える農林水産業は、まさに本
県の基幹産業です。
　しかし、その農林水産業が、原発事故に伴う風評によって極めて厳し
い状況に置かれています。
　「農林水産業の復興なくして、福島県の復興なし」
　豊かな自然に育まれた、多彩な農林水産物は福島県が誇る「宝」です。
　そうした思いから、県では、県内外の皆さんに安心しておいしく召し上がっ
ていただけるよう、引き続き全力を注いで、しっかりと検査をし、結果を分
かりやすくお知らせしてまいります。
　また、これまでも本県ゆかりの著名な方々やＪＡの皆さんと一緒になって、
私も直接、首都圏をはじめ全国の皆さんに本県農林水産物の魅力と安全
性をお伝えしてまいりました。これからもさまざまなメディアの活用とあわせ、
こうした取り組みにさらに力を入れてまいります。

福島の「食」に
安全・安心を取り戻す
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モニタリング検査結果を
速やかに公表しています

今の福島を見に行く ツアーの実施
6月29日

　県では、首都圏の方々に、現在の本県の姿
やモニタリング検査などの様々な取り組みを見
ていただく、モニターツアーを実施しています。
　今年３月にいわき市で開催した第１回目のモ
ニターツアーに続き、第２回目のモニターツアー
を福島市で開催しました。
　参加者からは、「検査の仕組みが分かって安
心できた」、「福島県産の野菜・果物を食べてい
きたい」などの声が寄せられました。

ふくしま　新発売。 検索 ⬆

ごちそうふくしま満喫フェア2012 検索⬆

06ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・8月号道の駅よつくら港再スタートが良かったです。県民全体が健康で生活できる環境づくりや医療体制を望みます。(いわき市 40代男性 ) 読者からのお便り

　農産物のモニタリング検査結果は、県ホームページや
新聞などで速やかに公表しているほか、「ふくしま　新発
売。」ウェブサイトから、品目別や地域別に簡単に検索で
きます。携帯電話からも、ご覧になれます。
　なお、４月から、放射性物質の基準値が引き下げられ、
検査結果が 100ベクレル /kgを越えた品目については、
出荷が制限され市場に流通していません。また、放射性
物質の値についても、軒並み減少傾向にあります。

９月８日（土）、９日（日）
ビッグパレットふくしま（郡山市）
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これまで以上に
チェックをしっかりして

欲しい。

消費者の皆さんへ、「ふくしまの恵み」の
安全・安心を伝えるために

安心して食べられる
よう、情報はこまめ
に提供して欲しい。しっかりとした検査体制の

継続、情報の開示・PR
が必要。

ツア の実施島を見に行くツ島を見を見見に行に行くツア

モニター
ツアーを

実施して
います！

入場
無料

安全かどうか、自分で判断で
きる材料を公表して欲しい。

て

安全であることの PR
がまだまだ不足。

お知らせ


